
青森公立大学大学院履修規程の一部改正について 

 

１ 改正趣旨 

（１）成績評価 

 大学院設置基準第１４条の２に基づき、学修の成果に係る評価にあたっては、客観性及び厳格

性を確保し、学生に対してその基準をあらかじめ明示する必要がある。そこで、教員間の共通の

理解の下に成績評価基準を策定するとともに、その明示について徹底するため改正を行うもの

である。 

（２）授業科目 

 博士後期課程における特別研究科目の充実を図るため、地域のニーズを鑑み、地域経済を研究

対象とする科目を設ける。現在、地域の課題を扱う特別研究科目として地方財政論特別研究があ

るが、近年、履修希望者がおらず、非開講が続いている。これを、より広い範囲を研究対象とす

る地域経済学に置き換えることによって、幅広く地域の経済的課題を研究する機会を提供する。 

 なお、地方財政については、地域経済学分野で扱うことも可能であり、また、別に財政学特別

研究も設けられていることから、その内容は他の科目で補うことができる。 

従って、博士後期課程における授業科目の名称、単位数及び履修方法を定めた別表第３につ

いて、地方財政論特別研究を廃止し、地域経済学特別研究を追加する改正を行うものである。 

 

２ 改正内容 

（１）成績評価 

  ①成績の表示を「Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦとし、Ａ、Ｂ及びＣについては、」から「６０点未満をＦ、

６０～６９点をＣ、７０～７９点をＢ、８０点以上をＡとする４段階とし、Ｃ以上の評価に」

に改定する。【第８条第２項】 

  ②別表第４を加える。【別表第４（第８条関係）】 

    

 

  

（２）授業科目  

「地方財政論特別研究」を「地域経済学特別研究」に改める。【別表第３】 

 

３ 改正規程 

青森公立大学大学院履修規程 

 

４ 施行期日 

  令和７年４月１日 

評価 基準 

Ａ評価 授業内容を応用できるのみならず、批判的にとらえることを含めて、当

該理解をさらに発展させられること 

Ｂ評価 授業内容の理解に基づいて、より広いケースにその理解を応用できるこ

と 

Ｃ評価 授業内容について、概ね理解していること 

資料５



 

青森公立大学大学院履修規程 新旧対照表 

 

改正後 改正前 

（成績評価）  
第８条 成績評価は、各教員がシラバスによって

示した方法により行う。 
２ 成績の表示は、６０点未満をＦ、６０～６９点

をＣ、７０～７９点をＢ、８０点以上をＡとする

４段階とし、Ｃ以上の評価に所定の単位を与える。 

３ 前項の成績表示ごとの評価基準は、別表第４

のとおりとする。 

 

 

別表第３（第２条関係） 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 

必修 選択 

地域経済学 

特別研究 
1 春/秋  ２ 

 

 

別表第４（第８条関係） 

評価 基準 

Ａ評価 授業内容を応用できるのみならず、批判

的にとらえることを含めて、当該理解を

さらに発展させられること 

Ｂ評価 授業内容の理解に基づいて、より広いケ

ースにその理解を応用できること 

Ｃ評価 授業内容について、概ね理解しているこ

と 

 

 

   附 則（令和７年規程第○号） 

（施行期日） 

１ この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

 

（成績評価）  
第８条 成績評価は、各教員がシラバスによって

示した方法により行う。 
２ 成績の表示は、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦとし、Ａ、

Ｂ及びＣについては、所定の単位を与える。 
 

（新設） 

 

 

 

別表第３（第２条関係） 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 

必修 選択 

地方財政論 

特別研究 
1 春/秋  ２ 

 

 

（新設） 

 

 



青森公立大学大学院履修規程の一部を改正する規程の制定について（案） 

 

 

青森公立大学大学院履修規程の一部を改正する規程を次のように定める。 

 

青森公立大学大学院履修規程の一部を改正する規程 

令和 年 月 日 

規程第  号 

 

 青森公立大学大学院履修規程（平成２１年規程第１０１号）の一部を次のように改正す

る。 

 

 第８条第２項中「Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦとし、Ａ、Ｂ及びＣについては、」を「６０点未満

をＦ、６０～６９点をＣ、７０～７９点をＢ、８０点以上をＡとする４段階とし、Ｃ以

上の評価に」に改め、同条に次の１項を加える。 

  ３ 前項の成績表示ごとの評価基準は、別表第４のとおりとする。 

  

 別表第３中「地方財政論特別研究」を「地域経済学特別研究」に改める。  

 

 別表第３の次に次の表を加える。 

別表第４（第８条関係） 

評価 基準 

Ａ評価 授業内容を応用できるのみならず、批判的にとらえることを含めて、当該

理解をさらに発展させられること 

Ｂ評価 授業内容の理解に基づいて、より広いケースにその理解を応用できること 

Ｃ評価 授業内容について、概ね理解していること 

 

 

   附 則 

 （施行期日） 

この細則は、令和７年４月１日から施行する。 


























